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の開発,郵 便番号の自 動読み取 り装置にも応用 されてい
るOCRの 文字認識率の向上など,私 たちの日常生活場
面 と密接に関連している場合が多い。その中でも,私 が
最 も興味を持 って取 り組んでいる課題は,日 本語の語彙
シソーラスの研究である。シソーラス(Thesaurus)と















いる。認知科学とは,人 間が行 う 「知的な情報処理過程」
を解明する学問である。ここでいう知的な情報処理とは,
外界の状況を知ること(知 覚),経 験 したことを覚えた
り思い出 したりすること(記 憶),問 題を理解 したり解
決したりすること(学 習 ・思考)な どである。周知の通
り,記 憶および学習 ・思考は,人 間が行う言語活動によっ
て支えられている場合が多 く,認 知科学が目指す 「人間
の知的な情報処理過程を解明する」ためには,言 語を研
究対象領域とすることは必要不可欠である。このような
理由から,筆 者 は前節で述べた通り,自 然言語を研究対
象領域とした。
　認知科学 の もう一つの特 徴 は,情 報処理 モデ ル



















のが,筆 者の研究パ ラダイムである。今日,印 刷物 とし
て公刊 されている書籍や辞書 は,CD-ROM化 されるよ
うになった。また,イ ンターネットを始めとする情報通
信基盤のインフラ整備が進み,膨 大な日本語テキストデー
タが電子メディアを介 して世界中に流通 し始めている。
このような時代の流れの中で,電 子メディアにおける日
本語を科学的に分析する必要性を感 じている。
なお,研 究の詳細については,学 術雑誌に掲載された
筆者の研究論文をご参照いただきたい。
